
(57)【要約】

【課題】信頼性の低下を招くことなく表示品位の良好な

液晶表示装置及びその製造方法を提供することを目的と

する。

【解決手段】　配線部２５と、配線部２５に接続された

画素電極２３と、を有するアレイ基板２０と、画素電極

２３に対向するように配置された対向電極３４を有する

対向基板３０と、アレイ基板２０と対向基板３０との間

に保持された液晶層４０と、を備え他液晶表示装置であ

って、対向基板３０は、配線部２５と対向する対向電極

３４上に配置された絶縁層３６を備えたことを特徴とす

る。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 配 線 部 及 び こ の 配 線 部 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 有 す る 第 １ 基 板 と 、
　 前 記 画 素 電 極 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 対 向 電 極 を 有 す る 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 保 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 配 線 部 と 対 向 す る 前 記 対 向 電 極 上 に 配 置 さ れ た 絶 縁 層 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 第 １ 基 板 と の 間 に 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る た め の セ ル ギ ャ ッ プ を 形
成 す る 柱 状 ス ペ ー サ を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 層 及 び 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 同 一 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 膜 厚 は 、 ２ μ ｍ 以 上 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 配 線 部 及 び こ の 配 線 部 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 有 す る 第 １ 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 画 素 電 極 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 対 向 電 極 を 有 す る 第 ２ 基 板 を 用 意 す る 工 程 と
、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 基 板 を 用 意 す る 工 程 は 、 前 記 対 向 電 極 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 配 線 部 と 対 向 す る
前 記 対 向 電 極 上 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 工 程 で は 、 前 記 第 １ 基 板 と の 間 に 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る た め の セ
ル ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 柱 状 ス ペ ー サ を 同 時 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 係 り 、 特 に 、 製 造 過 程 で 一 対 の 基 板 間 に
異 物 が 混 入 し た と し て も 表 示 不 良 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 構 造 を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 及 び
そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と の 間 に 液 晶 層 を 保 持 し て 構 成 さ れ て い る 。 近
年 、 液 晶 分 子 の 応 答 速 度 を 向 上 す る な ど の 目 的 で 、 こ れ ら 一 対 の 基 板 間 に 形 成 さ れ る セ ル
ギ ャ ッ プ が ３ μ ｍ 以 下 の 液 晶 表 示 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 こ の よ う な セ ル ギ ャ ッ プ の 小 さ
な 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 製 造 過 程 に お い て 異 物 が 混 入 し た 場 合 、 表 示 不 良 を 招 く お そ
れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 ア レ イ 基 板 及 び 対 向 基 板 を 製 造 す る 過 程 に お い て 、 基 板 表 面 に 異 物 が 付 着 す
る 場 合 が あ る 。 比 較 的 大 き な サ イ ズ の 異 物 で あ れ ば 判 別 が 可 能 で あ り 、 一 対 の 基 板 を 貼 り
合 せ る 前 に 除 去 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 比 較 的 小 さ な サ イ ズ 、 例 え ば ２ μ ｍ 未 満 の 異
物 は 判 別 が 困 難 で あ り 、 異 物 が 付 着 し た 状 態 で 一 対 の 基 板 が 貼 り 合 せ ら れ る 場 合 が あ る 。
こ の と き 、 ３ μ ｍ 程 度 の 小 さ な セ ル ギ ャ ッ プ を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 外 部 か ら
僅 か な 応 力 が 加 わ る な ど の 原 因 で 基 板 が 撓 む と 、 一 方 の 基 板 に 付 着 し た 異 物 が 他 方 の 基 板
に 接 触 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 異 物 が 基 板 表 面 に 付 着 し た 状 態 で そ の 表 面 に 導 電 膜 と し て 例 え ば 対 向 電 極 が 形 成 さ れ る
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と 、 例 え 絶 縁 性 の 異 物 で あ っ て も 導 電 性 を 有 す る 突 起 が 形 成 さ れ て し ま う 。 こ の よ う な 導
電 性 突 起 を 備 え た 基 板 を 他 の 基 板 と 対 向 配 置 し て 貼 り 合 せ た 場 合 、 基 板 の 撓 み が 生 じ た 際
に 、 一 方 の 基 板 の 対 向 電 極 と 他 方 の 基 板 の 配 線 部 と が 突 起 を 介 し て シ ョ ー ト す る お そ れ が
あ り 、 表 示 不 良 を 招 く 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 で 、 基 板 表 面 に 付 着 し た 異 物 に よ り 基 板 間 の セ ル ギ ャ ッ プ が 不 均 一 と な る 課 題 に 着
目 し 、 貼 り 合 せ る 前 の 基 板 の 表 面 全 体 を 加 圧 機 で 加 圧 す る こ と に よ り 、 基 板 表 面 に 付 着 し
て い る 異 物 を 圧 漬 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ３ ７ ３ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 導 電 性 を 有 す る 突 起 を 備 え た 基 板 に 対 し て 、 上 述 し た よ う な 加 圧 機 で 加 圧 す る 技 術 を 適
用 し た と し て も 、 基 板 表 面 に 圧 漬 さ れ た 突 起 の 一 部 が 導 電 体 と し て 残 る 。 こ の た め 、 小 さ
な セ ル ギ ャ ッ プ を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 上 述 し た 技 術 に よ り 導 電 性 を 有 す る 突
起 を 介 し た 一 対 の 基 板 間 の シ ョ ー ト と い っ た 課 題 を 回 避 す る こ と は 困 難 で あ る 。 し た が っ
て 、 表 示 装 置 と し て の 信 頼 性 の 低 下 を 招 く お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 信 頼 性 の 低 下
を 招 く こ と な く 表 示 品 位 の 良 好 な 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 第 １ の 様 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、
　 配 線 部 及 び こ の 配 線 部 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 有 す る 第 １ 基 板 と 、
　 前 記 画 素 電 極 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 対 向 電 極 を 有 す る 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 保 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 基 板 は 、 前 記 配 線 部 と 対 向 す る 前 記 対 向 電 極 上 に 配 置 さ れ た 絶 縁 層 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 様 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、
　 配 線 部 及 び こ の 配 線 部 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 有 す る 第 １ 基 板 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 画 素 電 極 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 対 向 電 極 を 有 す る 第 ２ 基 板 を 用 意 す る 工 程 と
、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 基 板 を 用 意 す る 工 程 は 、 前 記 対 向 電 極 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 配 線 部 と 対 向 す る
前 記 対 向 電 極 上 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 信 頼 性 の 低 下 を 招 く こ と な く 表 示 品 位 の 良 好 な 液 晶 表 示 装 置 及 び そ
の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に つ い て 図 面 を 参
照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 略 矩 形 平 板 状 の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ を
備 え て い る 。 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ は 、 一 対 の 基 板 す な わ ち ア レ イ 基 板 （ 第 １ 基 板 ） ２
０ と 、 対 向 基 板 （ 第 ２ 基 板 ） ３ ０ と 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と の 間 に 保 持 さ れ た
液 晶 層 ４ ０ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ は 、 画 像 を 表 示 す る 有
効 表 示 部 １ １ を 有 し て い る 。 こ の 有 効 表 示 部 １ １ は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表
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示 画 素 Ｐ Ｘ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ア レ イ 基 板 ２ ０ は 、 ガ ラ ス な ど の 絶 縁 基 板 ２ １ を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ
の ア レ イ 基 板 ２ ０ は 、 有 効 表 示 部 １ １ に お い て 、 絶 縁 基 板 ２ １ の 一 方 の 主 面 （ 表 面 ） 上 に
、 ス イ ッ チ 素 子 ２ ２ 、 画 素 電 極 ２ ３ 、 配 向 膜 ２ ４ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス イ ッ チ 素 子 ２ ２ は 、 信 号 線 Ｘ と 走 査 線 Ｙ と の 交 差 部 近 傍 に お い て 表 示 画 素 Ｐ Ｘ 毎 に 配
置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど で 構 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 ２ ３ は 、 各 表 示 画 素 Ｐ Ｘ の ス
イ ッ チ 素 子 ２ ２ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 導 電 性 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 配 向 膜 ２ ４ は
、 有 効 表 示 部 １ １ の 全 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ 、 液 晶 層 ４ ０ に 含 ま れ る 液 晶 分 子 を 所 定 方
向 に 配 向 す る 機 能 を 有 し て い る 。 信 号 線 Ｘ 、 走 査 線 Ｙ 、 及 び 、 ス イ ッ チ 素 子 ２ ２ は 、 配 線
部 ２ ５ を 構 成 し て い る 。 こ の 配 線 部 ２ ５ は 、 有 効 表 示 部 １ １ に お い て 、 格 子 状 に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 対 向 基 板 ３ ０ は 、 ガ ラ ス な ど の 光 透 過 性 の 絶 縁 基 板 ３ １ を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 こ の 対 向 基 板 ３ ０ は 、 有 効 表 示 部 １ １ に お い て 、 絶 縁 基 板 ３ １ の 一 方 の 主 面 （ 表 面
） 上 に 、 遮 光 層 ３ ２ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ３ 、 対 向 電 極 ３ ４ 、 配 向 膜 ３ ５ な ど を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 遮 光 層 ３ ２ は 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ の 配 線 部 ２ ５ と 対 向 す る よ う に 格 子 状 に 配 置 さ れ 、 遮 光
性 を 有 す る 樹 脂 や 金 属 な ど に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ３ は 、 例 え ば 、
赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） に そ れ ぞ れ 着 色 さ れ た ネ ガ タ イ プ の カ ラ ー レ ジ ス ト に よ っ
て 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 の 各 色 成 分 の 光 を 透 過 す る 。 各 色 の カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ３ は 、 対 応 す る 色 の 表 示 画 素 Ｐ Ｘ 毎 に 割 り 当 て ら れ て い る 。 対 向 電 極 ３
４ は 、 全 画 素 電 極 ２ ３ に 対 向 し て 配 置 さ れ 、 光 透 過 性 を 有 す る 導 電 性 部 材 に よ っ て 形 成 さ
れ て い る 。 配 向 膜 ３ ５ は 、 有 効 表 示 部 １ １ の 全 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ 、 液 晶 層 ４ ０ に 含
ま れ る 液 晶 分 子 を 所 定 方 向 に 配 向 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 対 向 基 板 ３ ０ は 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ の 配 線 部 ２ ５ と 対 向 す る よ う に 対 向 電 極 ３ ４ 上
に 配 置 さ れ た 絶 縁 層 ３ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 対 向 基 板 ３ ０ の 表 面 、 特 に 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と 貼 り 合 せ た 際 に 配 線 部 ２ ５ と
対 向 す る 位 置 に 異 物 Ｂ が 付 着 し た こ と に よ る 導 電 性 を 有 す る 突 起 Ｐ が 形 成 さ れ た 場 合 、 外
部 か ら 応 力 が 加 わ る な ど で 基 板 が 撓 む （ 局 所 的 に セ ル ギ ャ ッ プ が 著 し く 縮 む ） と 、 配 線 部
２ ５ と 対 向 電 極 ３ ４ と が シ ョ ー ト す る お そ れ が あ る 。 ア レ イ 基 板 ２ ０ 及 び 対 向 基 板 ３ ０ の
表 面 は 、 そ れ ぞ れ 配 向 膜 ２ ４ 及 び ３ ５ に よ っ て 覆 わ れ て い る が 、 こ れ ら の 膜 厚 は 数 十 ｎ ｍ
で あ り 、 絶 縁 性 を 確 保 す る の に 十 分 な 膜 厚 を 有 し て い る と は 言 い 難 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 絶 縁 層 ３ ６ は 、 有 効 表 示 部 １ １ に お い て 、 配 線 部
２ ５ の パ タ ー ン に 対 応 し て 格 子 状 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 対 向 基 板 ３ ０ の 表 面 に 導
電 性 を 有 す る 突 起 Ｐ が 形 成 さ れ た と し て も 、 こ の 突 起 Ｐ は 、 絶 縁 層 ３ ６ に よ っ て 覆 わ れ て
い る 。 し た が っ て 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と 、 突 起 Ｐ を 有 す る 対 向 基 板 ３ ０ と を 比 較 的 小 さ な セ
ル ギ ャ ッ プ を 確 保 し た 状 態 で 貼 り 合 せ た 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 基 板 が 撓 ん だ （ 局 所 的
に セ ル ギ ャ ッ プ が 著 し く 縮 ん だ ） と し て も 、 配 線 部 ２ ５ と 対 向 電 極 ３ ４ と の 間 に μ ｍ オ ー
ダ の 膜 厚 を 有 す る 絶 縁 層 ３ ６ が 介 在 し て い る た め 、 突 起 Ｐ を 介 し た 配 線 部 ２ ５ と 対 向 電 極
３ ４ と の シ ョ ー ト を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 対 向 基 板 ３ ０ は 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と の 間 に 液 晶 層 ４ ０ を 保 持 す る た め の セ ル ギ
ャ ッ プ を 形 成 す る 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ を 備 え て い る 。 こ の 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ は 、 絶 縁 層 ３ ６
と 同 一 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ れ ら 絶 縁 層 ３ ６ 及 び 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ は
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、 一 体 構 造 で あ り 、 同 一 工 程 に て 形 成 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 有 効 表 示 部 １ １ に 絶 縁 層
３ ６ を 追 加 す る に あ た り 、 別 途 製 造 工 程 を 増 や す 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ の 高 さ は 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と の 間 に 形 成 す べ き
セ ル ギ ャ ッ プ に よ っ て 決 定 さ れ る が 、 絶 縁 層 ３ ６ の 高 さ （ 膜 厚 ） は 、 必 ず し も セ ル ギ ャ ッ
プ と 同 等 に す る 必 要 は な く 、 突 起 Ｐ の 高 さ よ り 高 く な る よ う に 設 定 さ れ れ ば よ い 。 す な わ
ち 、 導 電 性 を 有 す る 突 起 Ｐ は 、 判 別 が 困 難 な 小 さ な サ イ ズ 例 え ば ２ μ ｍ 未 満 の サ イ ズ の 異
物 が 付 着 し た 状 態 で 対 向 電 極 ３ ４ が 形 成 さ れ た こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 絶 縁
層 ３ ６ は 、 異 物 の サ イ ズ よ り 大 き い 膜 厚 、 す な わ ち ２ μ ｍ 以 上 の 膜 厚 を 有 す る こ と が 望 ま
し い 。 こ の よ う な 膜 厚 を 有 す る 絶 縁 層 ３ ６ に よ れ ば 、 ２ μ ｍ 未 満 の 高 さ を 有 し た 突 起 Ｐ を
完 全 に 覆 う こ と が で き る た め 、 ３ μ ｍ 程 度 の 小 さ な セ ル ギ ャ ッ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で あ っ
て も 突 起 Ｐ を 介 し た シ ョ ー ト を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 上 述 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ を 用 意 す る 。 す な わ ち 、 絶 縁 基 板 ２ １ 上 に お い て 、 金 属 膜 及 び 絶
縁 膜 の 成 膜 と エ ッ チ ン グ と を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ り 、 走 査 線 Ｙ や 信 号 線 Ｘ の 他 に 、 各 表
示 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し た ス イ ッ チ 素 子 ２ ２ な ど の 格 子 状 の 配 線 部 ２ ５ を 形 成 す る 。 そ し て 、
絶 縁 基 板 ２ １ の 表 面 に ス パ ッ タ 法 な ど に よ り 金 属 膜 を 成 膜 し た 後 、 こ の 金 属 膜 を 表 示 画 素
Ｐ Ｘ に 対 応 し た 所 望 形 状 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ 素 子 ２ ２ と 電 気 的 に 接
続 さ れ た 画 素 電 極 ２ ３ を 形 成 す る 。 そ し て 、 配 向 膜 材 料 を 成 膜 し た 後 に 、 必 要 に 応 じ て 所
定 の 方 向 に ラ ビ ン グ 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 配 向 膜 ２ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 で 、 対 向 基 板 ３ ０ を 用 意 す る 。 す な わ ち 、 絶 縁 基 板 ３ １ 上 に お い て 、 遮 光 性 を 有 す
る 部 材 を 成 膜 し た 後 に 配 線 部 ２ ５ に 対 応 す る よ う 所 望 形 状 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り
格 子 状 の 遮 光 層 ３ ２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 絶 縁 基 板 ３ １ の 全 面 に ス ピ ン ナ ー な ど に よ り カ
ラ ー レ ジ ス ト を 成 膜 し た 後 に 、 表 示 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し た 形 状 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ
り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ３ を 形 成 す る 。 そ し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ３ の 表 面 に ス パ ッ タ
法 な ど に よ り 光 透 過 性 を 有 す る 金 属 膜 を 成 膜 し た 後 に 所 望 形 状 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と に
よ り 、 対 向 電 極 ３ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 対 向 基 板 ３ ０ を 用 意 す る 工 程 で は 、 対 向 電 極 ３ ４ を 形 成 し た 後 に 、 ア レ イ 基 板 ２ ０
の 配 線 部 ２ ５ と 対 向 す る 対 向 電 極 ３ ４ 上 に 絶 縁 層 ３ ６ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 絶 縁 層 ３ ６
と と も に 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ も 同 時 に 形 成 す る 。 す な わ ち 、 ま ず 、 感 光 性 樹 脂 レ ジ ス ト を 、
ス ピ ン ナ ー な ど に よ り 、 対 向 電 極 ３ ４ の 表 面 に 塗 布 す る 。 そ の 後 に 、 こ の 感 光 性 樹 脂 レ ジ
ス ト を 絶 縁 層 ３ ６ 及 び 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ に 対 応 し た パ タ ー ン を 有 す る フ ォ ト マ ス ク を 介 し
て 所 定 波 長 の 光 源 を 用 い て 所 定 の 露 光 量 で 露 光 す る 。 そ し て 、 露 光 さ れ た 感 光 性 樹 脂 レ ジ
ス ト を 所 定 の 現 像 条 件 で 現 像 し た 後 、 乾 燥 す る 。 こ れ に よ り 、 格 子 状 の 絶 縁 層 ３ ６ と と も
に 所 定 高 さ を 有 す る 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 配 向 膜 材 料 を 成 膜 し た 後 に 、 必 要 に 応 じ て 所 定 の 方 向 に ラ ビ ン グ 処 理 を 行 う こ
と に よ り 、 配 向 膜 ３ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 続 い て 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ の 配 線 部 ２ ５ と 対 向 基 板 ３ ０ の 絶 縁 層 ３ ６ と が 互 い に 対 向 す る
よ う に 位 置 合 わ せ す る 。 そ し て 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と を 貼 り 合 せ る 。
こ の と き 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と の 間 に は 、 柱 状 ス ペ ー サ ３ ７ に よ っ て
規 定 さ れ た セ ル ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 い て 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と の 間 に 液 晶 層 ４ ０ を 形 成 す る 。 す な わ ち 、 ア
レ イ 基 板 ２ ０ と 対 向 基 板 ３ ０ と の 間 の セ ル ギ ャ ッ プ に 液 晶 組 成 物 を 封 入 す る こ と に よ り 、
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一 対 の 配 向 膜 ２ ４ 及 び ３ ５ に よ っ て 配 向 制 御 さ れ た 液 晶 分 子 を 含 む 液 晶 層 ４ ０ を 形 成 す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 、 ア レ イ 基 板 ２ ０ の 外 面 す な わ ち 絶 縁 基 板 ２ １ の 他 方 の 主 面 （ 裏
面 ） 上 、 及 び 、 対 向 基 板 ３ ０ の 外 面 す な わ ち 絶 縁 基 板 ３ １ の 他 方 の 主 面 （ 裏 面 ） 上 に 、 液
晶 層 ４ ０ の 特 性 に 合 わ せ て 偏 光 方 向 を 設 定 し た 偏 光 板 を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ０ を 用 い て 画 像 を 表 示 し た と こ ろ 、 外
部 か ら 応 力 を 加 え て も 配 線 部 と 対 向 電 極 と の 間 の シ ョ ー ト が 発 生 せ ず 、 画 素 欠 陥 な ど の 表
示 不 良 の な い 良 好 な 表 示 品 位 を 実 現 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 一 対 の 基 板 間 に ３ μ ｍ 程 度 の 小 さ な セ
ル ギ ャ ッ プ を 有 す る よ う な 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 微 小 な 導 電 性 を 有 す る 突 起 が 一 方 の 基
板 に 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 こ の 突 起 は 対 向 基 板 上 の 絶 縁 層 に よ っ て 覆 わ れ る 。 こ の
た め 、 突 起 を 介 し た 一 対 の 基 板 間 の シ ョ ー ト を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、
信 頼 性 の 低 下 を 招 く こ と な く 、 画 素 欠 陥 な ど の 表 示 不 良 の な い 表 示 品 位 の 良 好 な 液 晶 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 過 程 に お い て 、 ２ μ ｍ 未 満 の 微 小 な 異 物 が 混 入 し た と し て も
、 こ の 異 物 に 起 因 し た 表 示 不 良 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き 、 製 造 歩 留 ま り を 改 善 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 突 起 を 覆 う 絶 縁 層 は 、 一 対 の 基 板 間 に 所 定 の セ ル ギ ャ ッ プ を 形 成 す る た め の 柱
状 ス ペ ー サ と 同 時 に 形 成 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 製 造 工 程 数 が 増 加 せ ず 、 し か も 、 材 料 の
使 用 量 も 増 加 し な い た め 、 製 造 コ ス ト の 増 加 を 招 く こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た さ ら に 、 有 効 表 示 部 内 に 絶 縁 層 を 配 置 し た こ と に よ り 、 液 晶 組 成 物 を 封 入 す る 空 間
の 体 積 が 減 少 し 、 液 晶 組 成 物 の 使 用 量 を 低 減 で き る 。 こ の た め 、 液 晶 組 成 物 を 封 入 す る た
め の 時 間 が 短 縮 で き る と と も に 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 実 施 の 段 階
で は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態
に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え
ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な
る 実 施 形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル を 構 成 す る 対 向 基 板 の 構 造 を 概 略 的 に 示 す
平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … 液 晶 表 示 装 置 、 １ ０ … 液 晶 表 示 パ ネ ル 、 ２ ０ … ア レ イ 基 板 、 ２ ３ … 画 素 電 極 、 ２ ５
… 配 線 部 、 ２ ４ … 配 向 膜 、 ３ ０ … 対 向 基 板 、 ３ ４ … 対 向 電 極 、 ３ ５ … 配 向 膜 、 ３ ６ … 絶 縁
層 、 ３ ７ … 柱 状 ス ペ ー サ 、 ４ ０ … 液 晶 層
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【 図 ３ 】

(7) JP 2006-23449 A 2006.1.26



フロントページの続き

(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  飛弾　佳人
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 2H089 HA07  HA08  KA11  LA09  LA16  QA16  SA01  TA02  TA05  TA09 
　　　　 　　  2H090 HA03  HA05  LA01  LA02  LA04 
　　　　 　　  2H092 JA24  JB22  JB31  JB56  MA12  NA16  NA29  PA03  PA06 

(8) JP 2006-23449 A 2006.1.26



专利名称(译) 液晶显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2006023449A 公开(公告)日 2006-01-26

申请号 JP2004200442 申请日 2004-07-07

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 飛弾佳人

发明人 飛弾 佳人

IPC分类号 G02F1/1333 G02F1/1339 G02F1/1368

FI分类号 G02F1/1333 G02F1/1333.505 G02F1/1339.500 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H089/HA07 2H089/HA08 2H089/KA11 2H089/LA09 2H089/LA16 2H089/QA16 2H089/SA01 2H089
/TA02 2H089/TA05 2H089/TA09 2H090/HA03 2H090/HA05 2H090/LA01 2H090/LA02 2H090/LA04 
2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB31 2H092/JB56 2H092/MA12 2H092/NA16 2H092/NA29 2H092
/PA03 2H092/PA06 2H189/DA07 2H189/DA25 2H189/DA32 2H189/DA43 2H189/DA48 2H189/EA06X 
2H189/FA16 2H189/FA25 2H189/HA01 2H189/HA12 2H189/HA13 2H189/LA03 2H189/LA06 2H189
/LA10 2H189/LA14 2H189/LA15 2H190/HA03 2H190/HA05 2H190/LA01 2H190/LA02 2H190/LA04 
2H192/AA24 2H192/EA22 2H192/EA43 2H192/EA62 2H192/GA42 2H192/GD23

代理人(译) 河野 哲
中村诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是提供一种在不引起可靠性降低的情况下具有良好显示质
量的液晶显示装置及其制造方法。 具有配线部分25和连接至配线部分25
的像素电极23的阵列基板20，具有被布置为面对像素电极23的对电极34
的对基板30以及阵列。 在包括保持在基板20和对向基板30之间的液晶层
40的另一液晶显示装置中，对向基板30包括设置在面对配线部分25的对
向电极34上的绝缘层36。 它的特点是具有。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bb9084a8-af34-4131-b4ba-b26ed6b00017
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035796761/publication/JP2006023449A?q=JP2006023449A

